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で
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途
ｋ
国
援
助
で
大
き
な
役

割
を
期
待
さ
れ
る
日
本
の
非

政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
が
、

転
機
を
迎
え
て
い
る
。
「
和

製
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
ー

餅
｝
べ
が
流
入
し
た
タ
イ
を
后
一

勣
の
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
た
Ｉ

と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
れ
が
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
な
ど
を
機

に
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
イ
ン
ド
シ
ナ
三

国
に
重
点
を
移
す
な
ど
、
活

動
範
囲
を
広
げ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

資
金
集
め
の
た
め
、
欧
米
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
相
次
い
で
日
本
に

進
出
、
民
間
の
寄
付
金
や
政

府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を

め
ぐ
る
ジ
ャ
パ
ン
マ
ネ
ー
の

争
奪
戦
が
激
化
し
つ
つ
あ
Ｉ

る

（
辻
　
陽
明
）
　
一

　
約
六
万
人
が
暮
ら
す
バ
ン
コ

ク
最
大
の
ス
ラ
ム
「
ク
ロ
ン
ト

イ
」
。
バ
ラ
ッ
ク
の
密
集
す
る

湿
地
は
果
物
の
皮
の
ま
じ
っ
た

ゴ
ミ
が
浮
か
び
、
悪
臭
を
放
っ

て
い
る
。

　
ス
ラ
ム
の
入
り
口
に
は
欧
、

米
、
日
、
タ
イ
の
九
団
体
の
診

療
所
や
保
育
園
が
集
中
し
、

　
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス
ト
リ
ー
ト
」
と
呼

ば
れ
る
。
こ
こ
で
図
書
館
と
職

業
訓
練
所
を
運
営
す
る
曹
洞
宗

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
（
Ｓ
Ｖ
Ａ
）

は
今
春
、
建
物
二
階
の
「
バ
ン

コ
ク
事
銘
所
」
を
「
ア
ジ
ア
地

域
事
務
所
」
に
改
め
た
。

　
Ｓ
Ｖ
Ａ
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民

が
タ
イ
に
流
出
し
た
一
九
七
九

年
に
発
足
。
援
助
対
象
は
難
民

キ
ャ
ン
プ
か
ら
農
村
、
ス
ラ
ム

に
広
げ
な
が
ら
も
、
地
域
ば
タ

イ
が
中
心
だ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
難
民
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ラ

オ
ス
に
戻
る
の
に
伴
い
、
両
国

に
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
を
置
い

た
。

　
派
遣
援
助
型
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
は
最

有
力
と
い
わ
れ
る
日
本
国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｖ

Ｃ
）
も
、
Ｓ
Ｖ
Ａ
と
同
時
期
に

タ
イ
か
ら
活
動
を
姶
め
た
が
、

い
ま
は
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
に
ア

ジ
ア
の
服
点
を
移
し
て
い
る
。

　
　
「
周
辺
に
援
助
を
必
要
と
す

る
国
が
あ
る
の
に
、
店
動
し
や

す
い
タ
イ
に
安
穏
と
し
て
い
ら

れ
な
い
」
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
難

民
帰
還
事
業
に
加
わ
っ
て
い
る

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
谷
山
博
史
氏
は
こ
う

説
明
し
た
。

　
タ
イ
経
済
は
日
本
企
業
が
直

Ｓ
Ｖ
Ａ
の
秦
辰
也
ア
ジ
ア
地
域

事
務
所
長
は
、
強
い
危
機
感
を

隠
さ
な
い
。

　
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
多
く
が
発

足
後
ま
だ
、
十
年
か
ら
二
十

年
。
規
模
が
小
さ
く
、
活
動
範

囲
も
狭
い
。
実
績
の
あ
る
Ｊ
Ｖ

Ｃ
や
Ｓ
Ｖ
Ａ
で
も
年
間
予
算
が

約
四
億
円
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

で
活
動
す
る
「
シ
ャ
プ
ヨ
〒

ル
＝
市
民
に
よ
る
海
外
協
力
の

会
」
は
約
一
億
円
と
い
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
次
大

戦
中
の
欧
州
に
米
国
か
ら
郵
便

小
包
を
送
る
運
動
か
ら
出
発
し

イ
ン
ド
シ
ナ
ヘ
活
動
拡
大

約150万人が住むといわれる　･.
　　　　　　　　==クロントイで

接
投
資
を
集
中
さ
せ
た
結
果
、
た
「
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ
（
ケ
ア
）
」
の

こ
の
数
年
で
急
成
長
し
た
。
欧
組
織
は
出
資
側
十
】
カ
国
、
援

米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
中
に
は
「
ク
イ
助
対
象
四
十
五
力
国
に
の
ほ

は
豊
か
に
な
っ
た
」
と
し
て
、
り
、
国
際
ス
タ
ッ
フ
約
三
百
五

ス
ラ
ム
で
の
援
助
を
引
き
揚
げ
十
人
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
約
七
千

る
例
が
目
立
つ
と
い
う
。
　
　
人
を
抱
え
る
。

　
　
「
転
換
期
な
の
は
活
動
の
場
　
資
金
は
ケ
ア
Ｕ
Ｓ
Ａ
が
米
国

所
だ
け
で
は
な
い
。
欧
米
の
有
限
開
発
庁
か
ら
得
て
い
る
Ｏ
Ｄ

力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
日
本
の
資
金
を
狙
Ａ
が
主
力
。
こ
れ
が
伸
び
悩
ん

っ
・
て
猛
烈
に
働
き
か
け
て
い
　
で
い
る
こ
と
か
ら
、
八
七
年
に

る
。
現
状
で
は
、
資
金
や
人
材
　
つ
く
っ
た
ケ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
で

が
不
足
し
て
い
る
日
本
の
Ｎ
Ｇ
　
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
資
金
獲
得
を
め

Ｏ
が
生
き
残
る
の
は
難
し
い
」
。
さ
し
て
い
る
。

　
欧
州
の
戦
災
孤
児
の
救
済
か

ら
始
ま
っ
た
英
国
発
祥
の
多
国

籍
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ

ル
ド
レ
ン
」
も
八
八
年
、
大
阪

青
年
会
議
所
を
受
け
皿
と
し
て

日
本
に
進
出
、
今
年
四
月
に
は

東
京
に
も
事
務
所
を
構
え
た
。

英
国
組
織
の
総
裁
で
あ
る
ア
ン

王
女
の
支
持
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
新
聞
広
告
な
ど
で
強
調
し

な
が
ら
、
個
人
や
企
業
の
寄
付

資金集めは

欧米と競合

を
募
っ
て
い
る
。

　
米
国
に
本
部
を
置
く
「
フ
ォ

ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
」
は
日
本
進

出
が
八
四
年
と
比
較
的
早
く
、

い
ま
は
日
本
で
約
四
万
三
千
人

の
「
親
」
を
擁
し
、
年
間
約
二

十
五
徳
円
を
集
め
て
い
る
。
ヽ

　
こ
の
ほ
か
、
ア
フ
リ
カ
を
主

に
対
象
と
す
る
英
国
発
祥
の

　
「
Ｏ
Ｘ
Ｆ
Ａ
Ｍ
（
オ
ク
ス
フ
ァ

ム
）
」
や
フ
ラ
ン
ス
の
「
国
境

な
き
医
師
団
（
Ｍ
Ｓ
Ｆ
）
」
と

い
っ
た
有
名
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
、
日

本
進
出
を
検
討
中
と
い
う
。

　
日
本
の
「
寄
付
市
場
」
は
、

定
期
的
に
寄
付
を
す
る
個
人
が

十
万
人
に
尚
た
な
い
と
い
わ
れ

る
。
欧
米
側
は
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動

は
ス
ピ
ー
ド
と
ス
ケ
ー
ル
の
時

代
。
精
神
だ
け
で
は
無
理
」

　
（
ケ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
）
と
優
位

性
を
強
調
、
働
き
か
け
次
第
で

寄
付
も
増
え
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
も
得
ら

れ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。

　
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
対
す
る
途

上
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
期
待
も
大
き

い
。
「
タ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
サ
ー
ビ
ス
」
の
デ
ー
シ
ュ
・

プ
ム
カ
チ
ャ
ー
事
務
局
長
は
。

　
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
道
路
や
ダ
ム
で
は

な
く
、
国
民
の
大
部
分

を
占
め
る
農
村
の
住
民
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